


この記事によると，県教委が r男女共同参画社会に対する槽操教育を目的にJ，~男

女混合名簿』の普及率について県内の公立小中学校と県立高校を対象に調査したところ，

出席簿などの公の名簿に男女混合名簿を使用している公立小中学校は計174校で，全

体の28. 2%を占め，県立高校では5校， 6. 5%という結果になった。前回 0999

年)の調査の計11校から急増した。普及の背景には， 2000年度に長崎，佐世保の両

市教委が，これまで義務付けていた男女別の名簿の使用を規則から削除。名簿を男女別

か混合かは各校に一任したことがある。一方，県立高校の名簿様式も各校の判断にゆだ

ねられているが，混合名簿を使用しているのは鳴滝高などの定時制や長崎水産高や島原

農高など女子生徒が著しく少ない学校に限られている。

この記事を読んだ時 r長崎もついに混合名簿が拡がってきたのか。 10年以上もかか

ってやっと私たちの主張が実現してきたなあ。Jとうれしい気持ちになったのですが，

それから二週間ほどたったとき，市内のある中学校で昨年実施したばかりの混合名簿を

今年はやめてしまって，以前の男女別になってしまったとしづ話を聞きました。その理

由ははっきりわからないでいたのですが，その後たまたまある会合で知り合った別の中

学校の教員と話す機会があって，混合名簿に関する中学校の事情が少しわかりました。

つまり中学校では，体育など男女別で授業を実施している教科もあり，教科担任制のも

とでは一律に混合にしにくい。また男女別の制服や体操服などをはじめとして，集会時

における整列も男女別だし，体育祭の行進も男女別というように.学校生活の隅々にま

で男女で分けることが行き渡っている。そのような中で，男女平等の理念を持づた教員

たちが混合名簿を根気強く主張して，やっと実施にこぎつけたものの，やはり現場での

混乱がおこり，元に戻ったのではないか。また校長などの管理職は以前のように混合名

簿に反対しなくなった，というより率先して混合にしたいとしづ管理職も多くなった。

中学校で混合に反対するのは今は現場の先生たちの方だということでした。

しかし話をしてくれた教員は「混合名簿にする事が最終目的ではなく，中学校のあら

ゆる分野で男女に分けることが当たり前という状況を変えることが大事なのだから，や

はり混合名簿を実現してし、く努力をしていきたい。男女別に戻った学校でもまた新しい

先生たちが混合を主張しているということも開くので，時間はかかるだろうが，混合名

簿は必ず拡がるだろう。」と語ってくれました。

こうしてみると先の新聞記事の数字は小中学校をひとまとめにしたものなので，中学

校だけの実施率はもっと低<，高校とあまり変わらないかもしれない。県教餐も襲務教

育だからといヨて小中学校をひとくくりにしないで小学校，中学校別の調査結果を発表

してほしい。また新聞も r急増Jという見出しの中身については，もう少し実態を調査
する必要があるのではないだろうか。
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くわたし作るひと、ぽ〈食べるひと〉の再生コマーシャルはダメ

ちょっと一昔、まだ基本法も出来ていなかったころ、「私つくる人、ぽく食べる人j という

コマーシャルが出て社会的批判を浴びたことがあった。社会がいつまでこういう性別役割

分業を肯定するのかという危機感はその後の基本法制定へのエネルギーの一端を担ったこ

とは間違いない。基本法が施行されて2年を経過しようとしている今、そして地方条例も

各地に出来つつあるというのにまだ事業者たる企業はみずからの姿勢をただしていないの

だろうか。

会社名はくふじっ子>、「あったかごはんにふじっこ煮Jということで昼のおもいっきりテ

レピ放映時にでてくるコマーシャルで、問題の内容は次のとおりである。

時開設定は朝、小4ぐらいの娘っこが台所で朝食の支度をしながら父親を呼ぶ。

「パパ、遅れますよJ

パジャマ姿で現れた父親。席について食べ始めた父親に対して、

「お仕事たいへんそうですね。J

今までは妻に雷わせていたセリフを吐かせる。

次はこの会社のこんぶの佃煮をふんだんに盛り込んだおにぎりをつくり弁当をこしらえて

いる場面。最後が急に現れた母親(専業とおぼしき)と玄関に並んで、出勤する父親を元

気いっぱいの笑顔で見送る場面である。

このコマーシャルは今までに見られた「夫婦問役割分業」助長コマーシヤルより罪は大き

い。 21世紀に生きる子供たちは成人した暁にはたとえ結婚しでも「ボク食べる人Jに足

を引っ張られることなく仕事や趣味に挑戦していける筈ではなかったのか。「働く人」に男

性の姿をあてはめ、“がんばって!"と送り出す姿に女の子をあてはめる。子ども遣の来来

に旧態依然とした圏定概念をかぶせた『ふじっ子Jの企業姿勢を糾弾したい。

!こんなコマーシヤルがあった以九雨

上の場面をそっくり頂こう。

かいがいしく朝食を作っているむすこ。

“ママ!起きてよ。朝ごはんできたよ"，"“ハーイ、ありがとネ"

パジャマ姿で降りてきたママにお給仕しながら

“お仕事大変そうだね"と語りかける息子。

ああ、こう書いただけで有難くてウルウルしてきた。でもこんなコマーシヤノレだったら睡

目ですね。
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私たちは会員以外にも公的女性センターやグ〉レープに会報を送っているがその中の 1つ

「女性ニュースjから事務局へ本会報の記事掲載ということで下記の記事が寄せられた。

ミス好きの市町村はまだ後を絶たずもぐらたたきのようなものだからだから、時には追及

の
ち
り
困
ち

仁田

ど

の手を休めてしまいがちだが、やっぱりやらねばならぬ。

そういえば山口県の女性たちが、県が施行した男女共同参画推進条例の身近な使い方とし

「ミス交通指導員」のタスキが新聞に出たとき「条例を知らないのか」と警察に抗議し

たら取りやめになったと言うことだった。これからどの地方も条例が制定されていくだろ

これからは、ただ、オジサンが好むだけのミスづくりには地方条例を上手につかって

て、
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